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A 棟 / イベント会場

1. 福岡大学へのアクセス方法

□ アクセス

　JR 博多駅から地下鉄空港線天神北駅 (6 分 ) 下車後，
　七隈線天神南駅にて乗換え福大前下車
　（当日は大変混雑致しますので，公共交通機関をご利用下さい）
　
　2. 福岡大学内キャンパスマップ

　A 棟 ( イベント会場 ) は 1F の東側と西側に入口があります
   芝生広場側のエスカレーターをご利用ください

1.  公共空間整備の際，土木・建築・造園・都市計画・歴史・まちづくりなど，
　 幅広い分野について検討・配慮が求められ各専門分野の連携が必要とさ
　 れているが専門を超えた議論の場が少ない．

2.  全国で土木，建築，造園など多方面の学生らによる興味深い活動が行わ
　 れている．また，学生が専門を超えた教育を受け，考える場が少ない．

上記のような問題意識のもと，九州内各地を中心に全国で様々な分野を学
んでいる学生を対象に，ひとつの会場に集結し，専門家との議論や同分野・
異分野の学生同志が議論し，考え，コラボレーションを体験する場を提供
すべく，学生主体で『九州ランドスケープワークショップ』を企画した．
　本企画の目的は，「分野の枠を超えて，九州さらには全国で活躍できる人
材」を育成する場の提供である．また，このような企画を通じて共感でき
る仲間を見つけ刺激しあい，そのネットワークが九州内外に広がっていく
ことは，これからの九州・全国の美しい風景を守り，育てるきっかけとなり，
新たな文化価値を生むための大きな力となるはずである．また本企画が，
各専門分野の抱える問題や，学生が将来関わるであろう業務の一助になる
ようなものにしたい．
　第 1 回では，学生が中心となった事例発表会を行った．そこで今回は，
建築，土木のフィールドで活躍しておられる専門家をお呼びし，学生が，
専門家に触れる機会を企画する．
　建築，土木のフィールドで活躍されている専門家として，内藤廣氏をお
迎えする．内藤廣氏は，建築家であるとともに東京大学大学院工学系研究
科社会基盤学教授でもあり，建築の分野から土木の分野へと活躍の舞台を
広げられている．学生は専門家に実際に接することで多くのことを感じる
とともに多くを吸収し，これからの活動につなげてもらえれば幸いである．
　この企画の開催にあたり，問題意識に賛同し貴重な事例を発表いただい
た方，また，快く講演をお引き受けいただいた内藤廣氏，開催準備をとも
に頑張っていただいた方，チャンスをくださった福岡大学には，よりいっ
そうの感謝を申し上げる．会場で，活発な意見交換が行われることと今後，
このような場が自然発生的に全国で多発していくことを期待している．
         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表　坂口浩昭

□ 第 2回九州ランドスケープワークショップの開催にあたり

□ 第 1回ダイジェスト
『土木 × 建築 × 異分野のコラボレーション－交流から考え，生まれる日本
の未来－』の第一弾として，学生を中心としたワークショップを 8 月 31 日
( 金 ) に開催した．当日は，九州大学，九州工業大学，熊本大学，福岡大学
などの学生が，パネリストとして参加し，日ごろ自分たちが手がけている
土木や建築に関する活動の事例発表を行った．ゲストクリティークとして，
藤村龍至氏 ( 藤村龍至建築設計事務所主宰 )，柴田久氏 ( 福岡大学准教授 )
も参加し，学生の事例発表に対し，専門家の立場から様々な意見やアドバ
イスを述べていただいた．ここでは，分野のコラボレーションとともに学
生同士のコラボレーション，学生と専門家のコラボレーションなども目的
としている．フリーディスカッションなども行われ，学生には良い刺激を
受ける場や情報交換の場となったのではないだろうか．
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□ プログラム

日　時：2007 .  12 .4(TUE) 18:30ｰ20:30
会　場：福岡大学 A 棟 2F  A201 教室
参加者：先着 250 名 ( 申込不要 , 参加費無料 )　

opening   　　　　　　　　　　　　　　　　  18:30ｰ18:40

session 1 18:40ｰ19:30

session 2 19:40ｰ20:30

  基調講演 内藤 廣 氏 ( 建築家・東京大学大学院教授 )

ディスカッション「土木と建築の連携を考える」
コーディネーター  柴田 久 氏 ( 福岡大学准教授 )


